
同格語の範晴変化について

羽根田知子

I

二つの名詞または名詞相当語句A, BがABの順で同格表現を成す場合

の意味上の規定関係は,AがBを規定するか, B力jAを規定するかのどち

らかである'. ｢BというA」という関係にあるならばAがBを規定してお

り， 「BであるA」という関係にあるならばBがAを規定している．例え

IJdieHauptstadtBerlinは「ベルリンという首都」という関係にあ

り,FriedriChderGroBeは「大王であるフリードリヒ」という関係にあ

る． これらが主語述語関係に立つと， 「BというA」の論理上の主語はB

であり， 「BであるA」の論理上の主語はAである2．屈折語の初期におい

ては， このような意味上の関係が，名詞類の同格のみによって表現される

ことが多かったが， ドイツ語では既に古期において統語的範晴が変化して

いるものもある．本稿では「AはBである」という関係を表す，あるいは

潜在させている文及び語句について，位置及び形態の変化と定着の原因を

考察するのが目的である．

Ⅱ

現代ドイツ語で「AはBである」ことを表す文を，文型の点で分類する

と次のようになる．

(1) Aが主語, Bが主格補語としてコプラ (copula)で結ばれる．

Erwirdgeizig. ErbleibteinGeizhals.

DieTiirstehtoffen.

Dusiehstjungaus.

助動詞seinによる完了形もここに入れられる．
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IchbininDeutschlandgewesen.

(2) Aが主語, Bが擬似述詞(quasi-predicative)として現れる．B

（イタリック体の部分）がなくても叙述が完結する点で(1)と異なる．

Ersa62ﾉgγ/"sse"inderEcke.

（→ErsaBinderEcke./Erwarverlassen.)

ErstarbMg.

(3) Aが対格目的語, Bが目的格補語として現れる．用いられる動詞に

は，完全他動詞としての用法もあるが，その場合は意味が異なる．

ErnenntmichseinentreuenKameraden.

DerKnabefiihltsichjetzteinenMann.

Ichfiihlemichkrank.

Sieglaubtesichallein.

haben支配動詞の完了形もここに入れられる．

IchhabedenBriefgeschriben.

(4) Aが対格目的語, Bが擬似述詞（イタリック体の部分）として現れ

る．動詞が完全他動詞である点で(3)と異なる．

ErstecktdenBrief""ge"se"indieTasche.

(->Er steckt denBrief indieTasche./DerBrief ist

ungelesen.)

受動態で表現されると(2)に入る．

Fischewerdenbeiunsauch"0"gegessen.

Bは動詞で表される行為の結果生ずる状態を表す場合がある．

Erschlugihnオ〃・

本来は自動詞であるものが， このパターンで他動詞的に用いられること

がある．

ErweintesichdieAugen"or.

(5) Aが主語または目的語で現れ, Bは前置詞句で表現される．

DasalleskommtmirwieeinTraumvor.

ErhaltmichftireinenChinesen.

ErfaBtemeineWortealseinebeleidigendeKritikauf.

IchwillkeinenSchwachlingzumeinemMann.
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’
ErgibtsichfiireinenAuslander.

DasGertichterwiessichalsunrichtig.
GaroftwirdRechtalsUnrechtverschrieen.

DugiltstfiireinenseinerbestenFreunde.

(1)～(4)で挙げた表現におけるBの扱いについてはさまざまな意見があ

る． 例えばドゥーデン3では, Bが形容詞で現れる場合は文成分形容詞

(Satzadjektiv)として扱われている．文成分形容詞は, 1.主語(Subjekt),

2.目的語(Objekt),3.述語(Pradikat)にかかり得るが， どれにかかる

かを形態から判断することはできない．

1. DerBeamteverlangtedenAusweisz"s"g".

2. DerBeamteverlangtedenAusweisα"/gesc"ﾉﾋWe".

3. DerBeamteverlangtedenAusweis〃〃・

意味による判断も決定的ではなく， 例えばErhatesleichtgefunden.

のような文では,Erhatgefunden,daBesleiChtist､の意味なのか，

EsmachteihmkeineSchwierigkeit,eszufinden・の意味なのかは，

文脈で判断せざるを得ない．

同じくドゥーデンで(1), (3)においてBが名詞である場合はそれぞれ,同定

主格(Gleichsetzungsnominativ),同定対格(Gleichsetzungsakkusativ)

と呼ばれている(Ibid.,S. 574ff.).

(1)～(4)で用いた擬似述詞という用語はイェスペルセン(O.Jespersen)

によるものである4． 彼はいわゆる補語の叙述の働きを重視して述詞

(predicative)と呼び，述詞または述詞的なものは， その主語に対する関

係によって3段階に分けられる．

1. Itwasか"9./Helookedα"ヵ""s. (述詞）

2. Hemarriedj/0@"Zganddied加". (擬似述詞）

3.Therehesat,α夢α"オα"@oM[伽α"b. (外位置）

カーム(G.O.Curme)は主格補語， 目的格補語に対して主格叙述語

(subjectivepredicate),目的格叙述語(objectivepredicate):という用

語を用いている（同上書215ページ以下)． イェスペルセンの擬似述詞，外

位置にほぼ相当するものは叙述同格語と呼ばれ，現代では格語尾を持たな

い形容詞や分詞についても，歴史的に見てそれらが関係する語と同格であ
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った場合は同格語と言われる．

Bに相当する要素の呼び方が定まらないのは，それが意味上は述部であ

りながら，述部としての機能を担う動詞に依っていないということや，品

詞の定義そのものも，何を基準にするかによってまちまちであること等に

よる．その基準としては，意味，機能，形態が考えられる．例えばフリー

ズ (CharlesC. Fries)は，語の位置機能を基準にして，同一の位置に来

る語を一つの語類にまとめ，それ以外は機能語として扱っている（同上書

837ページ以下）．形態を基準にした分類には， スウィート CH.Sweet) 

の品詞分類が挙げられる．そこではまず，変化詞と不変化詞が大別される

が，下位分類は機能を基準にしている．また，いわゆる学校文法の伝統的

8品詞では，意味，機能，形態が混同されている．いずれの品詞分類も一

つの基準で貫くには無理があり，名詞の形容詞的用法，副詞の形容詞的用

法等に見られるように， 品詞間の境界が流動的であるということは，形

態，統語，意味上の範疇に 1対1対応の関係がない自然言語の特徴をよく

反映していると言える．そしてこのようなずれが互いの通時的な変化にも

深く関わっていると思われる．そのことを今回はゲルマン語の中でも屈折

度の高い言語であるゴート語を中心に， 「AはBである」の関係にある語
句を手掛かりに考察する．以下の例文はウルフィラ (Wulfila)によるギ

リシャ語からのゴート語訳聖書である『ゴート語の聖書』5からのものであ

るので，常にギリシャ語本文と比較しながら見ていくことにする．

皿

「AはBである」の原初的な表現方法は，名詞類 (Nomen)A, Bを並

べることである．

got. 

gr. 

unte Q!:血

B 

daur jah rum_s wigs sa brigganda in fralustai, 

A B A 

如吐竺竺 i /Caie0p0xopo<i 

＆叫..letav,

e 9 
7) a祉rouaa ck 中

(Mt. 7-13) 

滅びに通じる門は広く， その道も広々として6,

41 



形容詞と名詞が並べられた場合，例えばdaurbraid又はbraiddaur

という表現では，形容詞が付加語的に用いられて「広い門」という意味な

のか，あるいは述語的に用いられて「門は広い」という意味なのかという

問題もあるが，他に述部がなければAB又はBAは文として発話されてい

ると見なされる.ABという連続体が統語範晴S(=文）として現れるな

らば,AはBと結合してSとなるような，逆にBはAと結合してSとなる

ような範晴として現れているはずで， それはNP(=名詞句）とVP(=

動詞句）であると考えられる．統語範曉と意味範晴を1対1に対応させ，

どの範晴が他のどの範囑と結合するかを範濤表示自体に示す方法をとる形

式意味論の表記法を用いると7,ABという連続体は範晴tの表現で,Aは

範曉t/(t/e) (t/eと結合してtとなる範曉], Bは範晴(t/e) [eと結

合してtとなる範晴〕8，の表現であると考えられる.ABという並列形式

による表現には，それらの範曉の違いが反映されていないが，言語が変化

するものならば，その違いが分かりやすくなるように変化するであろう．

そのような変化の方向として次の2点が考えられる．

1． 位置によって明示する．

2． 語彙または語形態によって明示する．

2-1. NPであることを示す．

2-2. VPであることを示す．

ギリシャ語本文とゴート語翻訳を比べてすぐ目につく違いは冠詞である

が，ギリシャ語の場合は冠詞によるNPの明示が発達している．ゴート語

の指示代名詞はまだ冠詞には至っていないので，ギリシャ語の冠詞付き名

詞はゴート語においてしばしば無冠詞で現れる．従って，ギリシャ語の冠

詞がゴート語の指示代名詞で訳されている場合は， ゴート語内の機能によ

るものか，少なくともゴート語にとって不自然ではない範囲の逐語訳と考

えられる．そのあたりを概観してみることにする．

名詞句NPにおける主要部としての名詞は，ギリシャ語の場合は定冠詞

付き， ゴート語の場合は無冠詞であるのが標準的である．

a)主語として現れる場合．

got. und}ﾌateiusleiﾚiし
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’
(Mt. 5-18)60jβα似o〈応αオウγ ，

、

－
§のくα〃元αβ鍬β〃

ヲ1

gr.

天地が消え失せるまで，

動詞の目的語として現れる場合．
‐
今
■
‘
》
●

、
ノ
Ｏ
ｒ

ｂ
ｇ
ｇ

witol'ail'l'auPraufetuns;gatairan

花αrαｽ肋α‘ て6〃〃o“〃サroUく応β･”てαく (Mt. 5-17)

……律法や預言者を廃止するため,

前置詞の目的語として現れる場合．

jahainsizenigadriusiレanaairlﾌa…

鯨α鳩〃壁αjで⑦〃oj 7reo嗽α‘§宛jで和γり'ﾉ… (Mt. 10-29)

だが，その一羽さえ，……地に落ちることはない．

名詞の属格で規定された名詞もゴート語では無冠詞である．

saei......,minnistahaitadainレiudangardjaihimine:

、
ノ
帥
退

Ｃ
ｇ
ｇ

●

’
一
○
日
》
●

、
ノ
Ｏ
ｒ

ｄ
ｇ
ｇ うぐ…, 5MX(oroく歴ｽりβ加era‘§〃でガβαo‘入“如似06pa咽ツ

(Mt､ 5-19).は，天の国で最も小さい者と呼ばれる．

NPとして現れる名詞に所有表現が加わる場合もギリシャ語では定冠詞

が付けられ， ゴート語は無冠詞で現れる．ゴート語においては3人称に限

って再帰所有と非再帰所有が区別され， この3人称再帰と1人称， 2人称

については所有代名詞が用いられ，形容詞の強変化に従う． 3人称非再帰

の場合は人称代名詞の属格が用いられる9．一方， ギリシャ語においては

3人称でも再帰，非再帰の区別がなく，共に強意代名詞属格が用いられ，

1人称， 2人称に関しては人称代名詞の属格が用いられる．以下ではゴー

ト語で所有代名詞が用いられている表現，人称代名詞属格が用いられてい

る表現の順で示すことにする．

a)'

got.

gr.

主語として現れる場合．

swaliuhtjai liuhalﾌizwarinandwairﾚjamanne,

03rのくスα似WfrのZ．j”ぐ6"伽弘冗poo66ソでの〃んββ的兀の"，

(Mt. 5-16)

そのように，あなたがたの光が人々の前で輝くように，

got. afariddjedunimmasiponjOsis.
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(Mt.8-23)gr. j"oｽ｡〃りでα'ﾉαjr@ “〃αβ〃てaja6でo6
e

（イエスが船に乗り込まれると）弟子たちも従った．

動詞の目的語として現れる場合．

h)azuhsaeiafletillqenseina,

b)'

got

gr. (Mt. 5-32)6く〃戊冗0ｽ伽〃でウソγU"α肱aajroO,

妻を離縁する者はだれでも，

jabaiaHetiレmannammissadedinsize,貝Ot.

gr. 敵〃γ次jo"旅で吹戊"β”"･にr戊冗αβα冗で(Ii"αでαα6での"皇(Mt､ 6-14)

もし人の過ちを赦すなら〈直訳：人に彼らの過ちを赦すなら>，

前置詞の目的語として

jahurreisandsgalaillingardseinana.

c)'

got

gr. 鯨α媚γep8吹伽"86!ﾉ吹r6'ﾉo加ソα伽0. (Mt､ 9-7)

（その人は）起き上がり，家に帰っていった．

biakranamizeufkunnaillins.●

０
幸
Ⅱ
〕
●

０
ｒ
ｇ
ｇ 伽6での〃〃αp兀の〃α』てのソ自兀《γ"伽eo6Eaりて叩く． (Mt. 7-16)

あなたがたは，その実で彼らを見分ける．

以上のように,NPの主要部としての名詞は， ギリシャ語では冠詞付

き，ゴート語では無冠詞で現れるのが一般的であるということを確認した

上で，名詞類A,Bの並列による主述表現に戻ることにする．先の「門は

広い」のギリシャ語表現元ｽare〃ウ”〃〃ではVPに形容詞が来ていたの

で, NPとVPの区別は冠詞の有無というよりも，形容詞の述語的位置'0

によるところが大きいが，共に名詞である場合は，冠詞がNPを明示して

いると思われる． そして相対的には無冠詞がVPを表している． （下線

部はVP)

’
’

花αj5X8polで00d"β”元oUaa庇α”αjroO1)gr.

got. (Mt. 10-36)jahfijandsmanSinnakundaiis.

こうして， 自分の家族の者が敵となる〈直訳：人の敵であるの

はその家の者である>、

6〃6"0く〃αpて/α；2)gr.
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(R. 7-7)frawaurhtsist？got. wito],

律法は罪であろうか．

3)gr. rbγαβ仰6"""αでｳく｡αβ吹雌'ﾉαで0〈， で6能仰6"り"α伽

冗ｿe"crroくどのウ鯨α此刎"り
－ －

got. a]ﾌﾟﾚanfralli leikisdaullus, i], fralﾌiahminslibainsjah

gawairﾚi; (R､ 8-6)

肉の思いは死であり，霊の思いは，命と平和であります．

1）の§xβ”は形容詞としても用いられるが， ここではTOO〃β”元”

によって規定されているので名詞である．そしてVPに現れた勘β”は

無冠詞であるが,NPに現れたo加αにojは冠詞付きである． このように，

名詞A, Bの片方が冠詞付きの場合は，冠詞付き名詞がNPを，無冠詞名

詞の方がVPを形成すると言えるが，同定表現に見られるように,A, B

共に冠詞付きの場合は,VP性を補助する意味で，いわゆるコプラが用い

られる．

4)gr.

got

6ｽ【卯ﾉocT00o血αで6くきびで‘"66”αｽ"火.

lukarnleikisistaugo

体のともし火は目である．

06roくγdβ釦『‘〃6"6"oく応α肋;"po"t･cr[

]’ataaukistwitoレjahpraufeteis.

これこそ律法と預言者である．

(Mt. 6-22)

5)gr.

got (Mt. 7-12)

冠詞を持たないゴート語においてはA, Bが共に無冠詞で現れるので

NPの目印はない．それだけにVPを示す動詞の必要性はゴート語におけ

る方が，より大きかったのではないかと思われる．例えば2）のギリシャ

語表現ではきorんが略されているが， ゴート語の方ではistが用いられて

いる．

「AはBである」という表現において，論理上の主語が無冠詞，述語が

定冠詞で現れることはあり得ない，そもそも「AはBである」ということ

は, Bによって表される概念の外延の一つがAによって表される概念であ

ることを表す．その判断をするためには,Aによって表される概念が限定
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されなければならない．限定されていない概念Aについて，それがBの外

延の一つかどうかを判断することはできないからである．そのような限定

の暗示として冠詞が用いられる．従って論理上の主語Aが無冠詞，述語B

が定冠詞付きだとしたら，限定されていないAが限定されているBのひと

つであるという関係になってしまうので， このような表現はあり得ない．

最後に,A, B共に無冠詞の場合であるが， これは表現としてはあり得

るが，冠詞を有する言語においては，文体的に特別な場合を除いて，実際

に現れることは少ない．

ここまでは，名詞類A, Bの並列による主述表現について，ギリシャ語

では冠詞の有無によるNP[=t/(t/e))とVP[=t/e)の明示が発達して

いることを確認し，ギリシャ語， ゴート語に関わらず,VPの補助手段と

してコプラが用いられることを示唆した．次章ではVPの補助手段から

VPの主要部に変化する過程を統語範晴との関わりで考察したいとおも

う．

I

Ⅳ

高度に屈折的な言語において，主語としての人称代名詞は明示や強調以

外では現れず，動詞の語尾で済まされるのが普通である． このことを「A

はBである」の表現について当てはめると,Aに人称代名詞を置くことで

強調的になるが，それを避けるとAに相当する語がなくなり,Aとの対立

でBのVP性を表すことはできず必然的に動詞が利用されることになる．

といっても，例えば現代ドイツ語でもWunderbar!,Feuer!等の一語文

もあるように, Bだけでも文として現れる可能性はあるが， これらはまた

別種の強調を帯びるので考察の対象から除外する．

6)got. fraiwAbrahamissijumjahnimannhunskalkinodedum

aiwh)anhun:

0元4坪α，〃βα〃きび"e〃にαjO66e"j6660U入Eljにα"6〃汀‘兀Ore.

(Jn.8-33)

わたしたちはアブラハムの子孫です．今までだれかの奴隷にな

ったことはありません．

gr.
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人称とは別に， 「AはBとなる｣， 「AはBのままである」等，動作態様

が問題となる場合や， 「AはBである」 ことを要求したり仮定したり，過

去においてそうであったことを表す場合も動詞が必要となる．

7)got

gr.

jusadaisijuﾚ, jugabigaiWaurllull,

"'7"g"opgo砿"｡‘誠含茄〃§"ｽ｡Uで加αでE･ (1.K. 4-8)

あなたがたは既に満足し，既に大持金ちになっており，

waSUhllanneh)apasxa,sodulllsJudaie.

〃能§γγjgr67rdoXcM,ガ§0βでウ『の〃 'IoU6"のｿ． (Jn. 6-4)

ユダヤ人の祭りである過越祭が近づいていた．

eisijaiレniujisdaigs,

ﾙﾉαガでe〃§0〃”βα"α， (1.K. 5-7)

（あなたがたが）いつも新しい練り粉のままでいられるよう

に，

jabainuaugoレeinainfa叩埜allataleikレeinliuhadein

wairlliし；

8)got.

gr.
｜

9)got.

gr.

10)got

敵〃03〃66”αｽ“くC・U戊冗ｽ00くガ,〃oyr6o伽dooU“でど‘"oソ

勘raf･ (Mt. 6-22)

目が澄んでいれば， あなたの全身が明るい．

unteniStunmahteiggudaainhunwaurde.

(Lk. 1-37)
で

6rfoj施肋ひ"αで加厚‘冗α”で｡β叩で〃β”α・

神にできないことは何一つない〈直訳::神には言葉の一つも不

可能ではない>・

gr.

11)got.

gr.

これらの表現におけるBと動詞の範晴はどのように定義されるであろう

か.B+動詞という連続体がVPとして現れているので，差し当たりBの

範晴は，動詞と結合してVP(=t/e]となるような範晴であると考えられ

る．動詞には他動詞と自動詞があるが， ここでは自動詞であり， 自動詞の

範晴はt/eと表される．従ってBの範晴は範嶬t/e,と結合して範晴t/eと

なるもの，すなわち(t/e)/(t/e)である． これはいわば副詞である． とこ

ろで，同格名詞類ABの並列による主述表現では, Bは範晴t/eの表現で
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あった． こちらから考えればコプラの範晴はt/eではなくて(t/e)/(t/e)

である． これはいわば助動詞である．以上を図に表すと以下のようにな

る．同格名詞類ABの並列によるコプラのない主述表現はい，コプラがVP

の補助手段として現れる場合は(ﾛ)， コプラがVPの主要部として現れる場

合は例である． ヤリ'は極度に総合的な言語において，動詞の主語が省略さ

れているのではなく，動詞の中に含まれている状態を仮定している．語順

は述部が主語に先行するのが基本と仮定する．

W) BA, t

／、
B, t/e A, t/(t/e)

(Bである）

(D) BwasA, t

／、
Bwas, t/e A, t/(t/e)

’
B )/(t/e)[助動詞的〕

(Bである） （過去にそうであった）

例′ istB, t

／へ、

㈲ ist(A)BA, t

／／へ、、
ist(A)(B),t/e A, t/(t/e) ist, t B, t/t

ist(A),t/e B, (t/e)(t/e) [副詞的〕

これらの並存に見られるように，ギリシャ語のe卿やゴート語のwisan

は， コプラと呼べるほどには形式語化されていなかった．語順の変化を除

いて範曉だけを問題にすれば，現代ドイツ語において「AはBである」

がコプラによって表現される場合は一般に例の表現として現れるが，

scheinenを用いると， ヤリの表現としても(ﾛ)の表現としても現れ得る．

ErscheintmirderrechteManndafiir. l'1

Erscheintmir,derreChteManndafiirzusein. (D)

例におけるBの範嶬(t/e)/(t/e)が副詞的形態で現れるものもあり，

Bの前置詞句による表現が挙げられる．

DasalleskommtmirwieeinTraumvor.

DerWillegiltfiirdieTat.

ドイツ語ではい， （ﾛ)， ヤリの並存状態から次第に例の表現が優勢になって
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いったものと思われる. ii)または(ﾛ)と例とではBの範囑が異なっている．

それの形態への反映と思われる現象が，既に古高ドイツ語において見られ

る， 「AはBである」という叙述的用法のBに形容詞や分詞が現れてそれ

が強変化する場合，名詞型変化形と代名詞型変化形が並存する単数では，

ゴート語も古高ドイツ語も主に名詞変化形をとるということでは共通して

いるが，その名詞性を各々の言語のパラディグマにおいて観察すると，古

高ドイツ語の方では相対的に弱まっている．blinds(盲目の）について，

主格・単数の曲用を示すと次の表のようになる．

rn． n． f.

名詞型代名詞型 名詞型代名詞型 名詞型代名詞型

blind blindata blindagot. blinds

ahd. blint blinter blint blintaz blint blintiu

ゴート語における名詞型変化形は，性によって異っているため,Aの名

詞と同格であることが形態的にはっきりしているので，同格名詞類ABの

並列による㈹の表現が存在し得た． しかし古高ドイツ語における名詞型変

化形は3性に共通している．形態上の類似性から名詞類として扱われてい

た形容詞，いわゆる形容詞的名詞(nounadjektive)は，い， ヤリに見られ

るように，範曉t/eとしても, (t/e)/(t/e)としても現れていたが，名詞

型変化形において性の区別を失うことにより，動詞規定語としての場合と

名詞規定語としての場合で形態を区別して現れる範傭(t/e)/(t/e)の形容

詞に止揚されるきっかけを見出した．つまり叙述的用法としては無変化，

付加語的用法としては格変化する形容詞になりつつあった． しかし付加語

的用法に関しては， 名詞型変化形と代名詞変化形がかなり長い間，文体

的，方言的バリエーションまで含めると今日まで並存してきた．

これまでは，いわば名詞であった形容詞が形容詞に分化する前段階の状

態を中心に， 「AはBである」という叙述の面から観察してきたが， 次章

では「BであるA」という付加語の面から観察したいと思う．

V

「BであるA」を表現する場合もAB, BAの両方が可能である． まず

ゴート語のBに強変化形が現れる場合を概観する．
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●

‐
↑
‐
》
●

、
ノ
Ｏ
ｒ

ａ
頁
）
賃
）

ABの順で現れる場合． ( J内はゴート語の性・数・格である．

bagmsubils akranagoda

姥"6β･〃びα元β6"(Mt.7-18) にαp7ro6髄αｽ吹(Mt.7-17)

悪い木は〔男・単・主〕 良い実を〔中・複・対〕

wairafrodamma missadedinsizwaros

〃6β”β0""q) (Mt. 7-24) でα汀αβα施で血ara6"の〃(Mt.6-15)

賢い人に〔男・単・与〕 あなた方の罪を〔女・複・対〕

salliumagusmeins

6元α庵似0U (Mt.8-8)

わたしのしもべは〔男・単・主〕

BAの順で現れる場合．

managaimotarjosjahfrawaurhtai

元｡X〃rel"ﾉα‘鯨αj“αprのｽof(Mt､ 9-10)

多くの取税人と罪人らが〔男・複・主〕

kaldiswatins leitilmel

伽xpoO(Mt. 10-42) ""β〃Xp6""(Jn. 12-35)

冷たい水の〔中・単・属〕 しばらくの間〔中・単・主〕

izwaraizosgaraihteins

6"のソガ6""o""〃(Mt.5-20)

あなた方の正義に関して〔女・単・属〕

inniujammaseinammahlaiwa

§"r@随α‘"@crdro6〃"""s"(Mt.27-60)

新しい自分の墓に〔中・単・与〕

’
一
’
ロ
ー
〕
●

０
ｒ

－
ｇ
庁
邑

got.

gr.

’
一
口
，
〕
●

、
ノ
ｏ
ｒ

ｂ
ｇ
ｇ ’

●

口
十
‐
し
●

０
ｒ
ｇ
９

got.

gr.

日
一
○
Ⅱ
》
●

０
ｒ
ｇ
９

ゴート語のBが強変化であるこれらの場合には, BはAと同格の名詞類

であるのか,形容詞の語尾変化形であるのがは判断し難い.ゴｰﾄ語にお

ける形容詞がまだ名詞的性質を有していたことを考えると， 1）の連続体

ABは「Aは, Bであるそれは」というような換言的表現で，例えば最初

の例のbagmsubilsは， 「木は，悪いそれは」に近いと思われる．即ち

bagmsubilsという連続体の統語的レベルは, bagms,ubilsと同レベル

にあり，格を考慮に入れなければその範嶬はt/eのままである． ここでは
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AとBのみの関係を問題としたいので，格も含めた範晴については触れな

いことにする．次にbagmsubilsという連続体がbagmsとubilsとい

う二つの要素から構成された一要素として見るならば,ubilsの範晴はt/e

をとってt/eとなるもの，すなわち(t/e)/(t/e)である. これが形態に反

映されるとubilsは名詞Aに従って語尾変化する形容詞であって， もはや

名詞ではない． 2）の連続体BAにおけるBはこれに近いと思われる．ゴ

ート語の語順はギリシャ語の語順に依っているので， ゴート語としてはど

ちらの表現法が優勢であったかは分からない． しかし，ギリシャ語の語順

に対応し得たということは，少なくとも両方の表現法が並存していたとい

うことを物語っている．ギリシャ語の冠詞や所有表現に対してもそうであ

ったように， ゴート語の構造から逸脱する逐語訳は避けられたであろう．

次にBに弱変化形容詞が現れる場合を概観する．
口

a)'ABの順で現れる場合．同格的と考えてA:Bと記すことにする．

got. inriqis: llatahindumisto

gr. 戒で6α"仇0<r6§則でepoy(Mt.8-12)

闇の中へ：最も外のそれへ

got. gull:しanagibandanwaldufniswaleikatamannam

gr. r6"6ej"r6"MJTα壁oUo/α〃冗oI"てり〃てo産め8pjrofく(Mt. 9-8)

神を：そのような能力を人々に与えるそれを

got・ augolﾌein:しatataihswo

66”αｽ“くoou66eadr (Mt, 5-29)gr.

あなたの目が：右のそれが

b)'BAの順で現れる場合．

got. しismikilinslliudanis

gr. roO"eγ〃Cuβαo‘ｽさのく (Mt. 5-35)

偉大な王の

got. illsaubilabagms

gr. r6雌｡α汀β加泥"6βo" (Mt. 7-17)

そして悪い木は

got. taihswo],einahandus
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gr. j6eacfooU減β (Mt.5-30)

右のあなたの手が

弱変化形容詞は主にAの概念が既に述べられていたり,Aの概念に対応

するもののうちのどれであるかが規定される場合に用いられるので指示代

名詞と共に現れることが多い．その場合, a)'のようにABの順で現れる

時はBの方に指示代名詞が用いられている．ゴート語の指示代名詞がギリ

シャ語の冠詞の逐語訳でないことは既に確認したので，指示代名詞に関し

てはゴート語としての必要性から用いられていると考えられる．その必要

性とはこの場合,Aに対して統語的に同レベルな同格名詞であるというこ

との明示ではないかと思われる． ただし強変化形と弱変化形の形態のみ

から，前者は他にそのような明示手段を必要としないが後者はそれを必要

とするとは判断できない． というのは，例えば「どのような」が問題にな

っていて「悪い木は」を表現するならば強変化形が用いられてbagms

Ubilsまたはubilsbagmsとなり，強変化形と指示代名詞が同時に現れ

ることは意味的に不可能で，強変化という形態自身による他，同格の明示

手段をもたない．一方「どの」が問題になっていて「(今述べたその）悪

い木」や「(良い木に対して）悪い木の方は」を表現するならば弱変化

形が用いられ， 同時に指示代名詞が用いられるのである． その場合， sa

ubilabagmsはbagmssaubilaとも表現されるがsabagmsubilaと

は表現されないことが問題である．弱変化形の場合は意味的に指示代名詞

も必要とする場合が多く， それが同時に同格の明示手段にも用いられたと

考える．指示代名詞のこのような働きは, Bに副詞句が現れる場合にも利

用される．

liuhaレ: llatainllus

r6”くr6きりoof (Mt. 6-23)

光りが：あなたの中にあるそれが（＝あなたの中にある光りが）

attanizwarana: llanainhiminam

で6〃元αできβα卯の〃て6〃さ〃てokojpα"吹(Mt. 5-16)

あなたがたの父を：天にいるそれを（あなたがたの天の父を）

０
－
口
０
レ
●

０
ｒ
ｇ
９

ｔ
ｏ
ｏ
ｒ
ｇ
９
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以上から「BであるA」を表現する連続体ABにおける形容詞BはAと

同格の名詞類であり,BAにおけるBは形容詞の語尾変化形であると考

えられる．

古高ドイツ語において形容詞の範陰が(t/e)/(t/e)として定着し始めて

いることは，述語的用法に関しての考察で確認したが，語順に目を向ける

と，換言的な同格表現は名詞に限られ，付加語的形容詞は規定される名詞

の前に置かれる傾向にある''． そして名詞の後ろに位置する場合は名詞型

変化形が優勢となる． このことと，名詞の前に位置する付加語的形容詞は

名詞型変化形でも代名詞型変化形でもあり得るということから，叙述的用

法と付加語的用法の明示手段は徐々に形態から位置へ移っていったことが

分かる．そして付加語的形容詞の前置が定まることにより，後置された形

容詞は付加語ではない，つまり述語である可能性を残すことになった． こ

れがI-(1), (4)で見たような表現を可能にしている．

｜
I

注

関口存男『冠詞』第一巻定冠詞篇， 1978年，三修社， 4ページ参照．

同上書，第二巻，不定冠詞篇, 250ページ以下参照

Duden:D/gGγα沈加α"ん,Mannheim, 1984,S. 581ff.

大塚高信監修『新英語学辞典』1982年，研究社， 933ページ及び997ページ．

Streitberg,Wilhelm(hrsg.):D/ggo雄c"eBjbgj, 1.”〃:D"go姉c"g

乃鰄〃"dse"egγ伽"畑"eVりγﾉ"gg,"ｵ風"ん"""g,Leseαγ＃g〃〃"dQ"e肋"‐

"αc加ﾉg恋g"soz"/edg〃たん伽gγg"De"冷沈グルγ〃α店A""α"9.Heidelbergl908,

2．"〃:Go"sc"－g"ec"たc"-de"sc"esWbγｵgγ6"c",Heidelbergl910.

日本語訳は主に『聖書』新共同訳， 1987年， 日本聖書協会を参照した．

『モンタギュー意味論入門』井口省吾訳， 1987年，三修社， 198ページ以下．

範鴫eの意味的対象物は個体(entity),範鳴tの意味的対象物は真理値(truth

value)である．自動詞も普通名詞もt/eで表されるのは,例えば自動詞singen

の意味的対象物は，歌っている者の集合であるので，ある個体について，それ

が歌っているかいないか，つまりその個体がその集合に属さないかを決定でき

るからである．

千種真一『ゴート語の聖書』1989年,大学書林38ページ. Streitberg,Wilhelm:

Go"Sc"eSy"ｵα妬,Heidelbergl981・ Nachdruckd.Sγ〃α"Mkd’5.und6.
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Aufl. des Gotischen Elementarbuchs, 1920. S. 30ff. 

10 田中美知太郎他『ギリシャ語入門」改定版， 1978年．岩波29ページ．

11 Dal, Ingerid: Kurze deutsche Syntax au/ historischer Grund/age, Tii-

bingen 1966, S. 62ff. 
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Umkategorisierung von appositionellen Nomina 

Chiko HANEDA 

In dieser Abhandlung habe ich die Umkategorisierungsprozesse 
von appositionellen Nomina in der älteren Sprache anhand der 
gotischen Bibel im Hinblick darauf betrachtet, wie ihren mor­
phologischen und syntaktischen Veränderungen auch die seman­

tische Kategorie eine Rolle spielt. 
Zwei parataktisch gefügte Substantive A und B haben zwei Arten 

semantischer Strukturen : A bestimmt B oder B bestimmt A. Zum 
Beispiel wird in der Substantivgruppe die Hauptstadt Berlin B 
(Berlin) semantisch (nicht syntaktisch) von A (Hauptstadt) be­
stimmt, in Friedrich der Große dagegen A (Friedrich) von B (großer 
König). Wenn A und B in die Relation Subjekt und Prädikat 
gesetzt werden, gilt B im ersten Fall als logisches Subjekt und 
A als logisches Prädikat. Im zweiten Fall wird dieses Verhältnis 
umgekehrt. 

In den alten flektierenden Sprachen ist im allgemeinen die Rela­
tion „A ist B" nur durch Nebeneinanderstellung von zwei Nomen 
auszudrücken, also in Sätzen ohne Kopula. Noch heute bildet man 
zwar oft verblose Sätze, jedoch sind diese als Ellipsen anzusehen. 
In den alten Sprachen erscheint dieses B nicht als Ergänzung, 
sondern als VP und bildet mit A als NP einen Satz. Ein so­
genanntes kopulativisches Verb tritt nur dann auf, wenn es in 
Hinsicht auf Tempus, Aktionsart, Modalität, Negation usw. be­
nötigt wird. Dabei könnte hier Typ (t/e)/(t/e) vorausgesetzt 
werden. Zum Beispiel wird die Struktur des gotischen Satzes was 
nelua Pasxa (wörtlich: war nahe Osterfest) wie folgt dargestellt: 
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a) was nelua pasxa, t 

-------------was nelua, t/e pasxa, t/(t/e) 

-----------was, (t/e)/(t/e) nelua, t/e 

Andererseits gehören die Sätze ohne Subjekt zu den gewöhn­
lichsten Erscheinungen der älteren Sprachen. In dieser Hinsicht 
wird wiederum ein Verb benötigt. Dieses Verb steht aber anders 
als in der Struktur a) im Typ t/e, wobei für B Typ (t/e)/(t/e) 
anzunehmen ist. Zum Beispiel wird die Struktur des Satzesfraiw 
Abrahamis sijum (wörtlich: Nachkommen Abrahams sind [wir]) 
wie folgt dargestellt : 

b) fraiw Abrahamis sijum, t 

fraiw Abrahamis sij-, t/e -um (wit), t/(t/e) 

fraiw Abrahamis, (t/e)/(t/e) sij-, (t/e) 

In der modernen deutschen Sprache erscheinen im allgemeinen 
als Typ (t/e)/(t/e) Hilfsverb und Adverb, wobei die Kopula im 
Typ t/e steht. Es liegt hier die Vermutung nahe, daß das Ne­
beneinander von a) und b) in der älteren deutschen Sprache in 
den Hintergrund tritt und die Struktur von b) durch vermehrte 

Sätze mit Kopula die Oberhand gewinnt. 
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